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会　　計　　名 予  算  額

国民健康保険
特 別 会 計

事業勘定 46億3,400万円

診療施設勘定 1億6,800万円

公営墓地特別会計 2,540万円

介護保険特別会計 52億8,500万円

温泉事業特別会計 1億1,000万円

会　　計　　名 予  算  額
後期高齢者医療特別会計 7億2,600万円

上水道事業会計
収益的支出 14億590万円

資本的支出 10億80万円

下水道事業会計
収益的支出 11億9,370万円

資本的支出 11億3,150万円

特別会計特別会計

企業会計企業会計

可決

令和７年度一般会計歳出（目的別）内訳 令和７年度一般会計歳入内訳

地方交付税地方交付税
29.8%29.8%
74億7千万円74億7千万円

市税市税
20.5%20.5%
51億451億4,,478万1千円478万1千円国庫支出金国庫支出金

15.2%15.2%
37億9,819万7千円37億9,819万7千円

市債市債
8.0%8.0%
20億120億1,,930万円930万円

県支出金県支出金
6.2%6.2%
15億515億5,,823万8千円823万8千円

その他その他
12.1%12.1%
30億130億1,,653万1千円653万1千円

歳　入歳　入
250億6千万円250億6千万円

繰入金繰入金
8.2%8.2%
20億520億5,,295万3千円295万3千円

民生費民生費
29.9%29.9%
74億774億7,,958万1千円958万1千円

土木費土木費
16.4%16.4%
41億141億1,,687万7千円687万7千円

総務費総務費
12.6%12.6%
31億631億6,,531万円531万円

公債費公債費
9.9%9.9%
24億924億9,,370万4千円370万4千円

教育費教育費
9.6%9.6%
24億124億1,,588万9千円588万9千円

衛生費衛生費
8.3%8.3%
20億820億8,,218万4千円218万4千円

農林水産業費農林水産業費
5.0%5.0%
12億512億5,,193万3千円193万3千円

消防費消防費
4.7%4.7%
11億6,683万1千円11億6,683万1千円

その他その他
3.6%3.6%
8億88億8,,769万1千円769万1千円

歳　出歳　出
250億6千万円250億6千万円

歳出その他歳出その他のの内訳内訳
■■商工費　　5億1商工費　　5億1,,421万2千円（2.1％）421万2千円（2.1％）
■■議会費　　1億8議会費　　1億8,,801万７千円（0.8％）801万７千円（0.8％）
■■予備費　　5予備費　　5,,000万円（0.2％）000万円（0.2％）
■■その他（諸支出金ほか）その他（諸支出金ほか）　１億3,546万2千円（0.5％）　１億3,546万2千円（0.5％）

歳入その他歳入その他のの内訳内訳
■■地方譲与税　3億2,259万4千円（1.3％）地方譲与税　3億2,259万4千円（1.3％）
■■寄附金　　　1億9寄附金　　　1億9,,010万2千円（0.8％）010万2千円（0.8％）
■■繰越金　　　3億円（1.2％）繰越金　　　3億円（1.2％）
■■その他（諸収入ほか）その他（諸収入ほか）　22億383万5千円（8.8％）　22億383万5千円（8.8％）

109109億億4,8404,840万円万円

4747億億3,1903,190万円万円

令和７年度令和７年度
総　額総　額 前年度比 0.8%増前年度比 0.8%増

407407億億4,0304,030万円万円

前年度比 0.8%増前年度比 0.8%増
250250億億6,0006,000万円万円一般会計一般会計

未来に向けた予算編成未来に向けた予算編成令和
７年度
予算

すべて原案
どおり可決

Ｒ７年
第１回
定例会

会期
2月26日から
3月21日まで

専決処分
１件

R7年度予算
８件

R7年度補正予算
１件

R6年度補正予算
８件

条例改正
10件

規約の変更
１件

指定管理
２件

市道路線の認定
１件

市道路線の変更
１件

人事案件
22件

議員提案
３件

計画の一部変更
１件
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　　　●移住・定住促進事業
8,171万円

　関係人口・移住・定住人口の増加につなげるため、
市の魅力や移住・定住に関する情報発信、相談・支援
の充実を図る。
・u-29（29歳以下）
　Uターン　就職支援金
・空き家改修費補助金
・住宅取得奨励金
・移住体験ツアーの
　開催など

　　　●観光振興事業
4,559万円

　各種祭りを支援することで観光誘客を
図るとともに、市振興財団と市観光協会
の統合により、新たに「一般財団法人常
陸大宮市観光物産協会」を立ち上げる。
　当該協会が行政と民間の間に立ち、観
光DMO※的機能や地域商社機能を発揮し
て、利用者目線による観光物産施策を進
めることにより、地域の稼ぐ力を向上さ
せ、地域外から人や外貨を呼び込む。
※DMO：観光地域づくり法人を指す。魅力的 
　な観光地として、特定の場所を宣伝する組織。
・観光物産協会補助金
　「ひたち大宮DRAGON　BAMBOO」
・ひたち大宮夏まつり補助金
・ひたち大宮辰ノ口さくら祭り補助金など

　　　●児童育成支援拠点事業
2,706万円

　養育環境に課題を抱え、家庭や学校に居場所のない
児童等に対して、居場所となる場を開設し、生活環境
の形成や学習のサポート等を行
うとともに、包括的な支援を提
供することで虐待を防止し、子
供の将来的・長期的な利益の保
障と健全な育成を図る。

　　　●やすらぎの里公園ブラッシュアップ推進事業
2,148万円

　施設整備後約30年が経過し、老朽化が進む「やすらぎの里公園」に
ついて、民間事業者と連携して施設のブラッシュアップを検討し、既
存施設を充実させることで観光機能の強化を図る。

　　　●公共ライドシェア実証運行事業
3,004万円

　交通空白の解消を図り、市民等の移動手段の確保や外出機会を創出す
るため、一般ドライバーを活用した自家用有償旅客運送として、令和７
年10月から「公共ライドシェア」の実証運行を行う。

◇運行区域　常陸大宮市内
※ただし、美和地域、緒川地域、御前山地域のいずれかで乗車または
　降車すること。
◇運行日時　土曜、日曜、祝日の８時から17時まで　※年末年始を除く
◇利用者　　市民、来訪者
◇運　賃　　1乗車あたり1,000円  ※乗客人数にかかわらず定額運賃
◇予約方法　電話、専用アプリ

令 和 ７ 年 度
の 主 な 事 業

美和
山方

大宮

緒川

御前山

公共ライドシェア運行区域公共ライドシェア運行区域
※※緑線緑線枠内の地域（美和地域、緒川地域、御前枠内の地域（美和地域、緒川地域、御前
　山地域）で乗車または降車することが条件　山地域）で乗車または降車することが条件

拡充

新規

新規

新規

拡充

ひたち大宮DRAGON　BAMBOO

やすらぎの里公園

定住推進課ホームページより
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議案番号 件　　　　　　　名 付託委員会 議決結果
議案第１号 専決処分の承認を求めることについて（令和６年度常陸大宮市一般会計補正予算（第７号）） － 承認
議案第２号 令和７年度常陸大宮市一般会計予算 予算決算 可決
議案第３号 令和７年度常陸大宮市国民健康保険特別会計予算 予算決算 可決
議案第４号 令和７年度常陸大宮市公営墓地特別会計予算 予算決算 可決
議案第５号 令和７年度常陸大宮市介護保険特別会計予算 予算決算 可決
議案第６号 令和７年度常陸大宮市温泉事業特別会計予算 予算決算 可決
議案第７号 令和７年度常陸大宮市後期高齢者医療特別会計予算 予算決算 可決
議案第８号 令和７年度常陸大宮市上水道事業会計予算 予算決算 可決
議案第９号 令和７年度常陸大宮市下水道事業会計予算 予算決算 可決
議案第10号 常陸大宮市職員の旅費に関する条例　 総　務 可決
議案第11号 常陸大宮市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 総　務 可決
議案第12号 常陸大宮市職員の勤務時間，休暇等に関する条例の一部を改正する条例 総　務 可決
議案第13号 常陸大宮市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 総　務 可決
議案第14号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例 総　務 可決
議案第15号 常陸大宮市土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例の一部を改正する条例 総　務 可決
議案第16号 常陸大宮市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決
議案第17号 常陸大宮市国民健康保険条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決
議案第18号 常陸大宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 文教福祉 可決
議案第19号 常陸大宮市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部を改正する条例 総　務 可決

議案第20号 茨城消防救急無線・指令センター運営協議会を組織する構成団体の数の増加及び茨城
消防救急無線・指令センター運営協議会規約の変更について － 可決

議案第21号 新市まちづくり計画の一部変更について 総　務 可決
議案第22号 市道路線の認定について　　　（21732号線） － 可決
議案第23号 市道路線の変更について　　　（10142号線） － 可決
議案第24号 指定管理者の指定について　　（やまがたすこやかランド三太の湯ほか2施設） 経済建設 可決
議案第25号 指定管理者の指定について　　（常陸大宮市文化センター） 文教福祉 可決
議案第26号 令和６年度常陸大宮市一般会計補正予算（第８号） 予算決算 可決
議案第27号 令和６年度常陸大宮市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 予算決算 可決
議案第28号 令和６年度常陸大宮市公営墓地特別会計補正予算（第１号） 予算決算 可決
議案第29号 令和６年度常陸大宮市介護保険特別会計補正予算（第４号） 予算決算 可決
議案第30号 令和６年度常陸大宮市温泉事業特別会計補正予算（第２号） 予算決算 可決
議案第31号 令和６年度常陸大宮市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 予算決算 可決
議案第32号 令和６年度常陸大宮市上水道事業会計補正予算（第２号） 予算決算 可決
議案第33号 令和６年度常陸大宮市下水道事業会計補正予算（第２号） 予算決算 可決
議案第34号 教育長の任命について（小野　司寿男氏） － 同意
議案第35号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（下村田　山﨑　江里子氏） － 同意
議案第36号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（鷲子　滝　明美氏） － 同意
議案第37号 農業委員会委員の任命について（東富町　立原　和正氏） － 同意
議案第38号 農業委員会委員の任命について（鷹巣　小野瀬　勝美氏） － 同意
議案第39号 農業委員会委員の任命について（富岡　坂本　和幸氏） － 同意
議案第40号 農業委員会委員の任命について（上村田　近江　隆氏） － 同意
議案第41号 農業委員会委員の任命について（泉　野上　幸一氏） － 同意
議案第42号 農業委員会委員の任命について（三美　茂垣　良次氏） － 同意
議案第43号 農業委員会委員の任命について（諸沢　中島　伸一氏） － 同意
議案第44号 農業委員会委員の任命について（山方　清水　久子氏） － 同意
議案第45号 農業委員会委員の任命について（照田　海老根　忠夫氏） － 同意
議案第46号 農業委員会委員の任命について（盛金　木村　一郎氏） － 同意
議案第47号 農業委員会委員の任命について（上檜沢　長岡　孝明氏） － 同意
議案第48号 農業委員会委員の任命について（上小瀬　薄井　裕喜氏） － 同意
議案第49号 農業委員会委員の任命について（下小瀬　栗田　久男氏） － 同意
議案第50号 農業委員会委員の任命について（上小瀬　平塚　晋一氏） － 同意
議案第51号 農業委員会委員の任命について（野口平　長山　勝善氏） － 同意
議案第52号 農業委員会委員の任命について（野田　瀧田　祐次氏） － 同意
議案第53号 農業委員会委員の任命について（小舟　堀江　甫氏） － 同意
議案第54号 農業委員会委員の任命について（八田　野上　孝子氏） － 同意
議案第55号 農業委員会委員の任命について（野口　石﨑　育子氏） － 同意
議案第56号 令和７年度常陸大宮市一般会計補正予算（第１号） 予算決算 可決

令和７年第１回定例会議決一覧
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議案番号 件　　　　　　　　　名 付託委員会 議決結果

議提第１号 脳脊髄液減少（漏出）症医療改善に関する意見書　 － 可決

議提第２号 常陸大宮市議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例 － 可決

議提第３号 議会改革調査特別委員会設置に関する決議 － 可決

議員提出議案

○：賛成　　●：反対 ※『－』：議長は採決に加わりません。

◆賛否の分かれた議案等

議案番号 議　　案　　名 議決
結果

議　　　　　　員　　　　　　名
森
田
　
　
健

内
海
雄
一
郎

小
河
原
利
一
郎

三
次
　
雅
子

髙
村
　
　
功

小
原
　
明
彦

岡
﨑
　
欣
也

三
次
　
弘
史

冨
山
　
和
男

大
貫
　
道
夫

小
森
敬
太
郎

𠮷
川
　
美
保

武
石
　
寿
長

髙
村
　
和
郎

淀
川
　
茂
樹

掛
札
　
行
雄

秋
山
　
信
夫

議案第 2 号 令和７年度常陸大宮市一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 3 号 令和７年度常陸大宮市国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 5 号 令和７年度常陸大宮市介護保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 7 号 令和７年度常陸大宮市後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第 8 号 令和７年度常陸大宮市上水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第34号 教育長の任命について 同意 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議提第 2 号 常陸大宮市議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

討 論討 論
髙村　　功　議員

　現在進められている常陸大宮駅周辺整備事業は、多額
の予算を伴うものであり、また市民の中にも賛否の分かれ
る事業です。しかも、当初の事業費51億円は76億円へと、
25億円増加しています。当市が合併して今年で20年になり
ました。しかしこの間、合併以降、大宮地域、特に高台地
区への一極集中がさらに加速化しました。一方で山方、美和、
緒川、御前山の各地域は深刻な過疎化と少子高齢化が進
み、その格差は大きく広がりました。周辺地域に行政の責
任で新たな光を当て、市全体の均衡ある発展を目指すべき
です。以上申し述べまして、反対討論といたします。

冨山　和男　議員
　一般会計においては、「人口減少・少子化対策」を最重
要課題と捉え、「子育て」「教育」「高齢者の活躍と生きが
いづくり」「観光」の4つの柱を軸とし、250億６千万円と
いう予算金額になりました。具体的な内容については、常
陸大宮駅周辺整備、子育て世帯向けの住宅整備、公共ラ
イドシェア実証運行などを行うための事業費として予算額に
反映されています。今後も、厳しい財政状況が続くと予想
されますが、総合的に推進するために、財政の健全化に配
慮した予算編成であることから賛成討論といたします。

反 対反 対
※討論とは…議題になっている案件の「賛成」「反対」について、理由を明確に述べながら賛否を議論すること。

令和７年度 常陸大宮市一般会計予算議案第２号

採決の結果、賛成多数で可決されました。

議提第１号　脳脊髄液減少（漏出）症医療改善に関する意見書

議提第２号　常陸大宮市議会議員の定数を定める条例の一部を改正する条例
　　　　　　 ●議会議員の定数を 18 名から 16 名 に
　　　　　　　この条例の施行の日以後初めてその期日を告示される一般選挙（次回の市議会議員選挙）
　　　　　　　から適用されます。

議提第３号　議会改革調査特別委員会設置に関する決議　　
　　　　　　１　名　　　称　　議会改革調査特別委員会
　　　　　　２　設置の根拠　　地方自治法第 109 条及び常陸大宮市議会委員会条例
　　　　　　３　目　　　的　　本市議会の在り方などの調査検討を行う
　　　　　　４　検 討 事 項　　・市議会委員会に関すること
　　　　　　　　　　　　　　　・議員報酬に関すること
　　　　　　　　　　　　　　　・その他議会改革に関すること
　　　　　　５　委員の定数　　９人

議 員 提 出 議 案

賛 成賛 成

議会広報第82号5



常陸大宮市土砂等による土地の埋立て等の規制に
関する条例の一部を改正する条例

常陸大宮市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例

　茨城県土砂等による土地の埋立て等の規制
に関する条例が一部改正され、県の許可対象
面積が引き下げられたことに伴い改正するも
のです。

【現行】5,000㎡未満 ➡ 【改正後】3,000㎡以下
施行期日　令和７年４月１日

　家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、現行条例中の「栄養士」を「栄養
士または管理栄養士」とするものです。

【現行】「栄養士による必要な配慮」➡【改正後】「栄養士又は管理栄養士による必要な配慮」
施行期日　令和７年４月１日

常陸大宮市国民健康保険条例の一部を改正する条例
　国民健康保険支払準備基金を有効かつ柔軟に活用し、国保事業の円滑な運営を図るため、要件を見直
すものです。

常陸大宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
　国民健康保険税水準について、国の運営方針
では令和15年度までに県内市町村の国民健康
保険税率の統一を求められており、本市におい
ては、現行税率と県が示す標準保険税率との差
が大きく、単年度での引き上げでは、被保険者
の負担が急激に増加するため、激変緩和措置と
して、段階的な税率の引き上げを行うものです。
施行期日　令和７年４月１日

現　行 令和７年度 令和８年度

基礎課税額
（医療保険）

所得割 5.55% 6.07% 6.59%
均等割 28,400 円 32,800 円 37,200 円

後期高齢者支援金
等課税額

所得割 2.52% 2.77% 3.02%
均等割 12,900 円 14,800 円 16,700 円

介護納付金課税
被保険者

所得割 1.35% 1.77% 2.19%
均等割 8,700 円 12,000 円 15,300 円

条例
改正

議案第15号

議案第16号

議案第17号

議案第18号

（１）基金の積立額の見直し
　　【現行】決算剰余金の2分の1を下回らない金額 ➡【改正後】予算で定める額

（２）基金の処分規定の見直し
　　【現行】流行性疾患の異常発生等や災害等の特別な事情により財源不足が生じた場合 
 ➡【改正後】国民健康保険事業の円滑な運営に必要な場合
施行期日　公布の日

現　
行

改
正
後

市条例の適用範囲
【面積】5,000㎡未満
【目的】・生活環境の保全
　　　・災害の防止

県条例の適用範囲
【面積】5,000㎡以上
【目的】・生活環境の保全
　　　・災害の防止

市条例の適用範囲
【面積】3,000㎡以下
【目的】・生活環境の保全
　　　・災害の防止

県条例の適用範囲
【面積】3,000㎡超
【目的】・生活環境の保全
※災害防止については、盛土規制法
　と重複するため条例から削除

3,000㎡

5,000㎡

条
例
適
用
の
範
囲
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常陸大宮市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例
の一部を改正する条例
　消防団員等公務災害補償等責任共済等の関する法律施行令の一部が改正され、非常勤消防団員に係る
退職報奨金の支給区分が改正されたことに伴い、改正する
ものです。

【改正内容】
　退職補償金の支給に係る勤続年数の区分に、「35年以上」
の区分を追加する。

新市まちづくり計画の一部変更について
　東日本大震災等に伴う合併市町村に係る地方債の特例に関する法律
の一部改正により、新市まちづくり計画に基づいて行う事業に要する
経費について、地方債を起こすことができる期間が延長されたことに
伴い、本計画の一部を変更するものです。

【概要】計画期間を合併年度である平成16年度及びそれに続く25か年
度とするため、計画期間を５年延長し令和11年度までとする。それ
に伴い、統計データの時点修正を行うほか、財政計画についてもこ
れまでの実績を反映させ、令和11年度までの推計を新たに加える。

あなたが出された 請 願・ 陳 情 は！請 願・ 陳 情 は！
請願

番号 件　　　　名 提　出　者 紹介議員 付託委員会 結果

請願
第R7-1号

脳脊髄液減少（漏出）症医療
改善を求める意見書を国及び
茨城県に提出することを求め
る請願書

茨城県筑西市
脳脊髄液減少（漏出）症
our Wish
代表　篠原　克子

小河原 利一郎 文教福祉 採択

請願
第R7-2号

「最低賃金の大幅引き上げと
中小企業支援策の拡充を求め
る意見書」採択の請願書

茨城県労働組合総連合
議長　鈴木　貴之 髙村　功 経済建設 不採択

議案第19号

議案第21号

※提出者の住所・氏名については、掲載の希望の有無を確認して掲載しています。

勤続年数区分 現行 改正後

最長の区分 30 年以上 35 年以上
区分数

（５年以上から
５年毎に区分）

６区分 ７区分

議会広報第82号7



常任委員会審査 pick uppick up

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

◎
掛
札
　
行
雄
　
○
冨
山
　
和
男

　
髙
村
　
和
郎
　
　
𠮷
川
　
美
保

　
大
貫
　
道
夫

常陸大宮市土砂等による土地の埋立て等の
規制に関する条例の一部を改正する条例

議案第15号

Ｑ　申請地目、面積の確定、許可後の現地確認及び市内での許可状況な
どは。
Ａ　条例が改正された令和 4 年度からの許可状況は、令和 5 年度下村田

地内 1 件、令和 6 年度山方地内 1 件、いずれも田を転用し、市内の業
者が許可を受けて搬入しています。

　　また、申請書に基づき面積を確定し、土砂搬入後に、現地で道路の
破損が無いことを確認し、保証金を返金して完了となります。

常陸大宮市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給
に関する条例の一部を改正する条例

議案第19号

Ｑ　勤務年数 35 年以上の団員の人数は。
Ａ　勤務年数 30 年の団員が 72 名、うち、勤務

年数 35 年以上の団員は 24 名います。

新市まちづくり計画の一部変更について
議案第21号

Ｑ　地方交付税、地方消費税交付金が同額で推移している理由は。
Ａ　地方交付税については、町村合併に伴う急激な財源不足を防止するために特例措置

されていた旧町村ごとの合併算定替が令和元年度で終了し、令和 2 年度から常陸大宮
市として一本算定されています。総額では増加傾向にあるといえますが、地方交付税は、
市税と並び一般財源の大半を占める歳入となるため、市税と同様に過大な見積りはせ
ずに、令和 7 年度と同額の推移で見込んでいる状況です。地方消費税交付金について
も同様です。　

Ｑ　人口については、コーホ－ト要因法から市人口ビジョンに推計を変更したが、この
ほかに、 今回の改正に伴い大きく考え方を変更したことはあるのか。
Ａ　今回の改正に伴い大きく考え方を変更したことはありません。

総務常任委員会

令和7年常陸大宮市消防出初式（令和7年1月13日）
於：西部総合公園体育館
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指定管理者の指定について
議案第24号

Ｑ　ごぜんやま温泉保養センタ－四季彩館は、国庫補助を受けて整備し
ているが、休廃止する場合、処分制限の期間までは問題はないか。
Ａ　令和 8 年度までの指定管理とする場合、施設は建築後 32 年を経過し、

処分制限期間の 31 年を超えるため、特に問題はありません。木質バイ
オマスチップボイラーについては、処分
制限期間に達していませんが、10 年以
上使用していることから、長期利用財産
に該当し、休廃止する場合は、国の承認
を求めることで処分可能となります。

常陸大宮市国民健康保険条例の一部を改正
する条例

議案第17号

Ｑ　この条例の改正は、国や県からの交付金が減額されることを回避す
るために行うのか。
Ａ　条例改正については、国民健康保険事業の円滑な財政運営を推進す

るとともに、交付金の減額を回避するため、一般会計からの繰入金を
国民健康保険支払準備基金に積立てて、国民健康保険事業の財源とし
て活用を図るものです。

指定管理者の指定について
議案第25号

Ｑ　株式会社ディックスプロモーション社長は、いつから
変更になったか。
Ａ　前回の更新時から、現在の社長です。

常陸大宮市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
議案第18号

Ｑ　本市は、県内の保険税水準においては、どのくらいに位置しているか。
Ａ　令和５年度の１人当たり調定額は、県内 44 市町村中、43 番目です。

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

◎
小
原
　
明
彦
　
　
○
髙
村
　
功

　
秋
山
　
信
夫
　
　
　
淀
川
　
茂
樹

　
小
森
　
敬
太
郎
　
　
森
田
　
健

文教福祉常任委員会

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

◎
三
次
　
弘
史
　
○
小
河
原
　
利
一
郎

　
武
石
　
寿
長
　
　
岡
﨑
　
欣
也

　
三
次
　
雅
子
　
　
内
海
　
雄
一
郎

経済建設常任委員会

常陸大宮市文化センター

議会広報第82号9



Ｑ　合併特例事業債（建設事業分）の発行可能額が、令和６年度末の見込みで、残り 28 億円
余りとなっている。財政がひっ迫しているなか、今後の財政運営をどのように考えている
か。

Ａ　合併特例事業債（建設事業分）は、令和８年度で発行可能額に達すると見込んでいます。
財政調整基金の残高が減少傾向にあるなか、合併特例事業債の発行が終了となれば、これ
以上の有利な財源を確保することは、現段階では難しい状況ですので、道路整備等のハー
ド面については、事業の平準化に取り組み、財政支出を緩やかに抑えながらも、新たに、
少しでも有利な財源を確保しながら進める必要があります。当面は、厳しい財政運営が続
くと考えています。

Ｑ　総合計画基本計画を策定するにあたり、どのようにアンケ―ト調査を実施するのか。
Ａ　アンケート調査は、本市に住民登録のある18歳以上を対象とした一般アンケート3,000人、
若者を対象としたアンケートとして本市に住民登録のある 17歳の約 500 人、市内小・中
学校に通学する小学５年生約300人及び中学2年生300人を予定しています。調査内容は、
効果検証のため、暮らしや子育て、教育など前回調査した項目を踏襲するほか、デジタル
化の推進など現状に則した内容を盛り込む考えでいます。

Ｑ　人口減少を防ぐための移住・定住を推進する中、予算を１千万円弱減額した理由は。
Ａ　市内出身者に限定したUターン就職支援金事業を新規事業として開始し、過去の実績に応
じて、令和 7年度移住・定住促進事業の予算額を計上しました。

財政・まちづくり

Ｑ　「いじめ問題調査委員会」「いじめ問題対策連絡協議会」は、それぞれどのようなメンバー
構成はどのように進められているのか。

Ａ　いじめ問題調査委員会については、令和 6年度の開催実績はありませんが、数年前に学校
関係者や弁護士、大学教授などの委員構成により開催しています。また、いじめ問題対策
連絡協議会については、いじめ問題の予防や防止の観点から定期的に開催していくべきと
考えています。

Ｑ　なぜスポーツ協会補助金が 200 万円減額されたのか、詳細を。
Ａ　執行額につきましては令和３年度 1,400 万円、令和４年度 1,700 万円、令和５年度は 1,950
万円であり実績を鑑みて、昨年度よりは 200万円を減額した 2,200 万円を計上しています。

Ｑ　介護認定審査事業において、デジタル化が図られることにより、個人情報の保護はどのよ
うに考えられているのか。

Ａ　ペーパーレス化することに伴っても、セキュリティ対策がされるうえ、資料の持ち運びや
保管の際に、紛失する心配がなくなるものと考えています。

予算決算常任委員会（３月１４日・１７日）
委員長：小森　敬太郎　 議員　　副委員長：三次　弘史 議員

令和７年度 Ｑ＆Ａ pick upＱ＆Ａ pick up予算審査集中審議

教育・福祉
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建設・産業
Ｑ　地域おこし協力隊の募集については。
Ａ　地域おこし協力隊につきましては、HPで広く募集し、募集人数 2名に対して、４名の応募
がありました。協力隊の選考にあたっては、面接時において、漆に関する活動について確認し、
特に強い思いが感じられた、北海道出身者と東京都出身者の２名を選考しました。

Ｑ　地域おこし協力隊の主な業務内容は。
Ａ　協力隊の主な業務内容は、植栽、手入れ、漆かきです。
　　現在、奥久慈漆生産組合員は 14名おり、平均年齢は、55歳です。

Ｑ　パークアルカディアブラッシュアップ事業の内容は。
Ａ　民間がケビン村の宿泊施設、市振興財団がやまゆりと森林科学館を運営しています。今後、
森林科学館については、都内で働く方が地方の自然の中で会議を行う「オフサイトミーティ
ング」等を行えるように内部改修を実施する予定です。

Ｑ　ふるさと納税が増額となった理由と件数は。
Ａ　納税額が増額となった理由は、社会的要因として物価が高騰し、米や総菜等の日用食糧品等
に人気が集まったほか、返礼品を増やすなど熱心に取り組んだことが結果として現れてきて
います。令和7年2月時点においての実績は、14,724件、うちクレジットでの納付は、約8,000
件です。

Ｑ　ショッピングセンターピサーロ屋内こどもの遊び場管理運営事業の収支及び入場者数は。
Ａ　多くの方に好評をいただいており、オープンから 1年間での入場者数は、子供が 35,691 人、
大人が32,690人であり、入場料収入は、約1,580万円、1年間で約750万円の利益につながっ
ています。

議案第56号
　R7年度一般会計補正予算（1号）
　　　　　　 　　　3億7,717万円
　　主な事業
　　・地域経済活性化支援金　
　　　　　　　　 　3億6,000万円
　　・プレミアム商品券発行事業
　　　　　　　　　　　1,025万円

議案第１号
専決処分　
　一般会計予算（R6年度）
　　　　　　　 　2億832万５千円
　主な事業
　　・ふるさと応援寄附金　
　　　　　　　　　　　4,000万円
　　・住民税非課税世帯臨時給付金
　　　　　　　　　 1億5,640万円
　　　　　　　　　 1億5,640万円

主な補正予算
議案第26号
　R6年度一般会計補正予算（8号）　
　　　　　　　 　　△3億5,964万９千円
　　主な事業
　　・山方地域センター整備実施事業
　　　　　　　　　　　△1,000万円
　　・定額減税一体的支援給付金　
　　　　　　　　　 　　△1億3,650万円
　　・児童手当費　　△2,000万円
　　・生活保護扶助費　3,000万円
　　・医師委託料　△9,080万円
　　・道路新設改良費　　△7,140万９千円
　　・消防団員退職報奨金　　
　　　　　　　　　　　　　△1,581万円
　　・文化センター管理運営費
　　　　　　（大ホール舞台設備改修）
　　　　　　　　　　　　　△2,585万円

　

議
案
第
２
号
に
つ
い
て
「
常
陸
大
宮
駅
周
辺
整
備
事
業
に
お
け

る
駅
西
交
流
拠
点
整
備
工
事
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
人
口
推
移
と

財
政
状
況
を
鑑
み
、
整
備
規
模
等
の
費
用
対
効
果
を
考
慮
し
て
事

務
事
業
を
遂
行
さ
れ
た
い
。」
と
の
附
帯
決
議
が
提
出
さ
れ
、
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

可決 附帯
決議
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一般質問一般質問
市政市政 をを問問 うう

　定例議会において、各

議員が住民の代表とし

て、市の行政全般にわた

り市当局の考え方や疑問

をただすことです。

　単に疑問をはらし、事

実関係を明らかにするだ

けでなく、現行政策の見

直し、新規政策を提言す

る議員の重要な活動で

す。

一般質問とは…
今回８人の議員が登壇し、今回８人の議員が登壇し、
さまざまな視点から市政を問いました。さまざまな視点から市政を問いました。

森 田 　 　 健森 田 　 　 健   議 員　  議 員　…………………　…………………　Ｐ13Ｐ13
　　◇男女共同参画推進への疑問について　　◇男女共同参画推進への疑問について
　　◇児童公園における遊具について　　◇児童公園における遊具について
　　◇水道事業をめぐる動きについて　　◇水道事業をめぐる動きについて

小 河 原 利 一 郎小 河 原 利 一 郎   議 員  議 員　　……………　……………　Ｐ14Ｐ14
　　◇部活動地域移行について　　◇部活動地域移行について
　　◇水道水について　　◇水道水について
　　◇遺伝子検査について　　◇遺伝子検査について
　　◇久慈川緊急治水プロジェクト　　◇久慈川緊急治水プロジェクト

冨 山 　 和 男冨 山 　 和 男   議 員　  議 員　…………………　…………………　Ｐ15Ｐ15
　　◇人口減少への対応について　　◇人口減少への対応について
　　◇　　◇健康寿命について健康寿命について
　　◇畜産業における臭いについて　　◇畜産業における臭いについて

小 原 　 明 彦小 原 　 明 彦   議 員　  議 員　…………………　…………………　Ｐ16Ｐ16
　　　　◇◇地域創生の推進について地域創生の推進について
　　　　◇◇こども施策の推進についてこども施策の推進について

髙 村 　 　 功髙 村 　 　 功   議 員　  議 員　…………………　…………………　Ｐ17Ｐ17
　　　　◇◇道路の管理（除草）と高齢化対策について道路の管理（除草）と高齢化対策について
　　　　◇◇救急搬送時の選定療養費の徴収について救急搬送時の選定療養費の徴収について  

三 次 　 雅 子三 次 　 雅 子   議 員　  議 員　…………………　…………………　Ｐ18Ｐ18
　　　　◇◇防災について防災について
　　　　◇◇常陸大宮済生会病院について常陸大宮済生会病院について
　　　　◇◇住民サービスの向上について住民サービスの向上について
　　　　◇◇山方地域センターの建替えについて山方地域センターの建替えについて

𠮷 川 　 美 保𠮷 川 　 美 保   議 員　  議 員　…………………　…………………　Ｐ19Ｐ19
　　　　◇◇地域おこし協力隊地域おこし協力隊
　　　　◇◇常陸大宮駅周辺整備事業常陸大宮駅周辺整備事業
　　　　◇◇学校給食と食育学校給食と食育  

内 海 雄 一 郎内 海 雄 一 郎   議 員　  議 員　…………………　…………………　Ｐ20Ｐ20
　　　　◇◇双方向情報伝達システムについて双方向情報伝達システムについて
　　　　◇◇中学校の制服について中学校の制服について  

◇一般質問の掲載
記事は、発言議員
本人からの寄稿
によるものです。
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一 般 質 問

　　
　　
茨
城
県
内
の
水
道
統
合

に
よ
り
、
本
市
に
お
い
て

は
、
ど
の
程
度
の
経
費
削
減
を

見
込
ん
で
い
る
か
伺
い
ま
す
。

　　

約
50
年
間
で
の
概
算
と
し
て
、

ま
ず
、
施
設
の
統
廃
合
な
ど
で

建
設
改
良
費
が
34
億
円
減
額
、

さ
ら
に
、
国
交
付
金
の
活
用
に

よ
り
、
市
の
水
道
事
業
の
負
担

額
が
17
億
円
減
額
と
な
る
見
込

み
で
す
。
一
方
で
、
維
持
管
理

費
に
つ
い
て
は
、
県
か
ら
の
受

水
費
が
増
加
す
る
た
め
、
29
億

円
増
額
と
な
る
見
込
み
で
す
が
、

総
合
的
に
見
ま
す
と
単
独
経
営

と
比
較
し
て
22
億
円
の
負
担
軽

減
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　　
　

今
年
の
１
月
中
旬
頃
、

男
女
共
同
参
画
推
進
情

報
紙
（
以
下
「
情
報
紙
」）
が

回
覧
板
で
市
内
全
戸
に
配
布
さ

れ
ま
し
た
。
情
報
紙
に
つ
い
て
、

ど
の
程
度
の
内
容
が
市
民
生
活

部
長
及
び
市
長
へ
事
前
に
報
告

さ
れ
て
い
た
の
か
伺
い
ま
す
。

　　

市
民
課
内
で
ど
の
様
な
記
事

が
掲
載
さ
れ
る
か
、
概
要
は
共

有
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
男
女

共
同
参
画
推
進
会
議
の
「
活
動

報
告
等
の
機
関
紙
」
の
発
行
を

予
定
し
て
い
た
も
の
が
「
情
報

紙
」
と
な
っ
て
し
ま
い
、
議
員

ご
指
摘
の
と
お
り
チ
ェ
ッ
ク
体

制
が
甘
か
っ
た
も
の
で
す
。

　　
　
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ミ

レ
イ
大
統
領
、
イ
タ
リ
ア
の
メ

ロ
ー
ニ
首
相
等
の
政
治
家
が
、

常
識
と
呼
べ
る
倫
理
道
徳
の
再

評
価
を
通
じ
て
、
行
き
過
ぎ
た

男
女
共
同
参
画
に
待
っ
た
を
か

け
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。
私
も

税
金
が
人
々
の
分
断
を
煽
る
よ

う
な
施
策
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

は
耐
え
難
い
と
感
じ
ま
す
。
市

長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　　　　
今
後
の
本
市
に
お
け
る
男
女

共
同
参
画
活
動
は
、
一
方
的
に

な
ら
な
い
真
の
意
味
で
の
多
様

性
を
重
視
し
な
が
ら
、
そ
し
て

「
性
の
多
様
性
」
の
よ
う
な
ナ

イ
ー
ブ
な
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、

悩
ん
で
い
る
人
に
寄
り
添
い
つ

つ
も
、
そ
れ
が
過
剰
で
一
方
的

な
啓
発
活
動
に
つ
な
が
る
こ
と

が
な
い
よ
う
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

　　
　
「
第
３
期
常
陸
大
宮
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
（
案
）」
に
よ
れ
ば
、

保
護
者
が
子
育
て
支
援
施
策
に

期
待
す
る
こ
と
は
、「
児
童
公

園
等
子
連
れ
で
も
出
か
け
や
す

く
楽
し
め
る
場
所
を
増
や
し
て

欲
し
い
」
が
62
・
6
％
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
生
の
声
を
本

市
の
施
策
に
反
映
す
る
た
め
に

も
、
保
健
福
祉
部
が
遊
具
の
選

定
に
積
極
的
に
関
与
す
べ
き
こ

と
を
提
案
し
、
お
考
え
を
伺
い

ま
す
。

　　

こ
れ
ま
で
担
当
課
か
ら
公
園

整
備
の
情
報
提
供
を
受
け
、
事

前
協
議
等
に
お
い
て
、
連
携
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

さ
ら
に
保
育
士
や
子
育
て
関
係

者
の
意
見
を
よ
り
反
映
で
き
る

よ
う
、
引
き
続
き
関
係
部
署
と

連
携
し
て
い
き
ま
す
。

森田　　健
議員

市
民
生
活
部
長

保
健
福
祉
部
長

上
下
水
道
部
長

・
市
道
の
草
刈
り
に
つ
い
て

※録画配信をご覧
　いただけます。

上
下
水
道
部
長
／
単
独
経
営

と
比
較
し
て
22
億
円
の
負
担

軽
減
を
期
待

水
道
事
業
を
め
ぐ
る

動
き
に
つ
い
て

保
健
福
祉
部
長
／
今
後
は
保

育
士
や
子
育
て
関
係
者
の
意

見
を
よ
り
反
映

児
童
公
園
に
お
け
る

遊
具
に
つ
い
て

問問答答

問問答答

問問答答

問問

答答

市
長

市
長
／
過
剰
で
一
方
的
な

啓
発
活
動
に
つ
な
が
る
こ

と
が
な
い
よ
う
推
進

男
女
共
同
参
画
推
進

へ
の
疑
問
に
つ
い
て

その他の質問
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一 般 質 問

は
精
神
的
な
負
担
や
結
果
に
対

す
る
解
釈
の
困
難
さ
も
あ
る
た

め
、
遺
伝
子
検
査
に
は
慎
重
な

判
断
と
適
切
な
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
必

要
で
す
。

　　
　
岩
井
橋
か
ら
久
慈
川
下

流
の
右
岸
側
の
樹
木
伐
採

に
つ
い
て
は
。

　　

現
在
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

実
施
の
予
定
は
な
い
。
今
回
は
、

河
道
内
の
流
下
能
力
向
上
を
目

的
と
し
て
、
必
要
箇
所
の
み
伐

採
し
て
い
ま
す
。
全
て
を
伐
採

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
伐

採
を
行
わ
な
い
箇
所
も
多
く
あ

り
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
完
了

後
、
支
障
木
等
の
伐
採
な
ど
、

流
下
能
力
確
保
の
た
め
の
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
ら
れ
る
よ

う
河
川
管
理
者
で
あ
る
国
及
び

県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　　
　
休
日
部
活
動
の
地
域

移
行
に
つ
い
て
。

　　　　
現
在
、
今
年
の
2
月
か
ら
3

月
に
か
け
て
市
内
の
社
会
体
育

施
設
、
中
学
校
施
設
を
活
用
し
、

卓
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
球
技

種
目
に
つ
い
て
中
学
校
の
合
同

練
習
の
形
を
と
り
な
が
ら
地
域

ク
ラ
ブ
活
動
指
導
者
が
担
う
形

で
試
行
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 　　

　　
保
護
者
負
担
に
つ
い
て
。

　　
中
学
校
で
の
部
活
動
と
は
異

な
り
活
動
中
の
保
険
代
や
地
域

ク
ラ
ブ
の
運
営
す
る
会
費
が
発

生
し
ま
す
。
練
習
会
場
ま
で
の

移
動
は
保
護
者
等
の
送
迎
と
な
っ

て
い
ま
す
。
学
校
施
設
を
活
動

場
所
と
す
る
こ
と
や
、
活
動
日

ご
と
に
会
場
を
変
更
す
る
な
ど
、

負
担
軽
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　　
　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
、
難
分

解
性
が
あ
り
発
が
ん
性

や
免
疫
機
能
へ
の
影
響
が
あ
り

ま
す
。
現
在
の
環
境
省
の
規
制

の
基
準
値
及
び
検
査
状
況
は
。

　　
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
の
暫
定
目
標
値
を
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ

と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
合
計
で
1
ℓ
当

た
り
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
と
設
定
し

て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
令
和

6
年
1
月
よ
り
4
か
月
に
1
回
、

年
3
回
の
検
査
を
実
施
し
て
お

り
検
査
結
果
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
が
、
国

で
定
め
ら
れ
た
暫
定
目
標
値
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。

　　
　
遺
伝
子
検
査
の
現
状
は
。

　　

遺
伝
子
検
査
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関
や
民
間
企
業
に
お
い

て
広
く
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

検
査
に
よ
り
遺
伝
的
疾
患
の
予

防
や
早
期
発
見
の
可
能
性
が
高

ま
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、

課
題
と
し
て
、
高
額
な
検
査
費

用
や
、
秘
密
保
持
、
管
理
体
制

の
問
題
、
検
査
結
果
に
よ
っ
て

小河原 利一郎
議員

教
育
部
長

教
育
部
長

上
下
水
道
部
長

保
健
福
祉
部
長

建
設
部
長

部活動の地域移行
について

教育部長／令和７年９月
を目標に取り組む

水道水のＰＦＡＳ
の検査状況は

上下水道部長／国で定め
た暫定目標値を下回って
いる

建
設
部
長
／
宇
留
野
、
山
方
、

舟
生
、
家
和
楽
地
区
の
４
地
区

は
、
令
和
７
年
度
に
完
了
予
定

久
慈
川
緊
急
治
水
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

保
健
福
祉
部
長
／
国
の
動

向
、
県
内
外
の
自
治
体
の
取

組
を
注
視

遺
伝
子
検
査
に
つ
い
て

※録画配信をご覧
　いただけます。

問問答答

問問答答問問答答

問問答答

問問答答

岩井橋から久慈川下流の竹林、樹木
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一 般 質 問

　　
　　

畜
産
に
お
け
る
臭
い

に
つ
い
て
現
状
の
対
策

を
伺
い
ま
す
。

　　

現
在
、
農
場
関
係
者
、
県
北

農
林
事
務
所
で
構
成
す
る
臭
気

低
減
対
策
検
討
会
地
区
代
表
者

を
交
え
た
意
見
交
換
会
を
開
催

し
、
臭
気
測
定
と
対
応
策
の
検

討
実
施
を
行
っ
て
い
ま
す
。
県

補
助
を
活
用
し
た
防
臭
ネ
ッ
ト

や
消
臭
ミ
ス
ト
散
布
装
置
等
を

整
備
し
、
さ
ら
に
排
せ
つ
物
処

理
の
徹
底
や
畜
舎
及
び
周
辺
の

掃
除
の
徹
底
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　
　　

今
後
の
対
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　　
現
在
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
農
場
は
、
新
た
に
防
臭
ネ

ッ
ト
を
増
設
す
る
な
ど
の
対
策

を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
根
本
的

な
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
今
後
も
関
係
機
関
と

問
題
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　　
　　

区
や
班
の
統
合
に
つ

い
て
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　　

班
は
、
班
同
士
が
統
合
す
る

こ
と
に
よ
り
、
一
時
的
に
班
長

の
担
い
手
を
確
保
す
る
方
法
も

あ
り
ま
す
が
、
班
長
の
活
動
範

囲
が
広
が
り
負
担
が
増
加
し
ま

す
。
何
よ
り
も
地
域
住
民
に
よ

る
合
意
形
成
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
区
の
統
合
に
お
い
て
も
同

様
で
す
。
区
長
会
で
は
こ
の
課

題
に
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い

く
方
向
で
話
し
合
い
が
持
た
れ

る
よ
う
で
す
。
そ
の
動
き
を
注

視
す
る
と
と
も
に
、
区
や
班
統

合
な
ど
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に

は
丁
寧
に
対
応
し
ま
す
。

　　
　　

健
康
寿
命
を
延
ば
す

た
め
に
は
、
フ
レ
イ
ル

を
予
防
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　　

通
い
の
場
な
ど
を
活
用
し
、

フ
レ
イ
ル
予
防
の
重
要
性
に
つ

い
て
、
運
動
・
栄
養
。
口
腔
ケ

ア
な
ど
理
学
療
法
士
等
の
専
門

職
が
具
体
的
な
助
言
等
に
よ
り
、

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
へ

の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、

生
活
習
慣
の
改
善
に
繋
げ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　　
　　

介
護
予
防
講
座
等
の

効
果
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　　

運
動
教
室
の
効
果
は
、
体
力

テ
ス
ト
を
行
い
、
運
動
の
機
能

向
上
だ
け
で
な
く
体
力
づ
く
り

へ
の
意
識
の
改
善
を
図
る
事
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
シ
ル
バ
ー

リ
ハ
ビ
リ
体
操
教
室
を
各
地
で

実
施
し
て
い
ま
す
。
通
い
の
場

づ
く
り
に
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　　
　　

今
後
の
対
応
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

　　

新
た
な
取
組
と
し
て
、
県
公

式
健
康
推
進
ア
プ
リ
「
元
気
ア

っ
プ
！
り
い
ば
ら
き
」
を
活
用

し
、
市
内
の
い
ば
ら
き
ヘ
ル
ス

ロ
ー
ド
の
利
用
促
進
を
図
る
と

と
も
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
健

康
づ
く
り
へ
の
意
識
向
上
に
向

け
た
支
援
を
行
う
予
定
で
す
。

冨山　和男
議員

地
域
創
生
部
長

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

保
健
福
祉
部
長

産
業
観
光
部
長

産
業
観
光
部
長

地
域
創
生
部
長
／
区
や
班
の

統
合
等
に
丁
寧
に
対
応

人
口
減
少
へ
の
対
応

に
つ
い
て

保
健
福
祉
部
長
／
改
善
に
つ

な
が
ら
れ
る
事
業
を
展
開

健
康
寿
命
に
つ
い
て

産
業
観
光
部
長
／
関
係
機
関

と
も
問
題
解
決
に
向
け
取
り

組
む 畜

産
業
に
お
け
る
臭

い
に
つ
い
て※録画配信をご覧

　いただけます。

問問答答

問問答答

問問答答問問答答

問問答答

問問答答

常陸大宮駅周辺散歩コース
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一 般 質 問

　　
　　

児
童
表
彰
条
例
、
通

称
「
子
ほ
め
条
例
」
は
、

児
童
全
員
を
対
象
に
一
人
一
人

か
け
が
い
の
な
い
大
切
な
存
在

で
あ
る
こ
と
を
見
出
す
も
の
で

す
。
自
分
を
見
て
、
公
平
に
評

価
し
、
褒
め
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、
自
己
肯
定
感
の
向
上
が

見
込
ま
れ
、
孤
立
や
孤
独
に
さ

い
な
ま
れ
る
こ
と
な
く
、
教
育

の
質
の
向
上
や
学
習
意
欲
も
高

ま
り
、
学
力
の
向
上
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
そ
し
て
、
多
感
な
青

年
期
、
や
が
て
大
人
に
な
っ
て

も
他
人
を
認
め
、
た
た
え
、
褒

め
る
と
い
う
行
為
か
ら
誰
か
を

支
え
、
ま
た
、
誰
か
に
支
え
ら

れ
て
い
る
と
い
う
心
の
余
裕
が

自
然
に
培
わ
れ
て
い
く
も
の
と

考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
子
ど

も
の
健
全
な
成
長
を
奨
励
で
き

る
「
子
ほ
め
条
例
」
の
導
入
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　　

教
育
委
員
会
で
は
褒
め
て
伸

ば
す
と
い
う
考
え
の
も
と
、
表

彰
規
定
の
見
直
し
な
ど
を
図
り

な
が
ら
、
現
行
の
取
組
を
継
続

し
つ
つ
、
新
た
な
表
彰
規
定
に

つ
い
て
も
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

　　
　　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
の
定
住
率
向
上
へ
の

課
題
や
取
組
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　　

地
域
創
生
部
長　

令
和
６
年

度
末
現
在
で
の
本
市
の
協
力
隊

の
定
住
率
は
41
・
７
％
で
全
国

平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
地

域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
を
有
効

に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
地
域

課
題
と
協
力
隊
活
動
の
マ
ッ
チ

ン
グ
が
重
要
で
退
任
後
の
定
住

促
進
を
図
る
た
め
、
生
活
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
見
据
え
、
自
立
し
た

生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
任
期
中

の
活
動
テ
ー
マ
を
選
定
す
る
こ

と
も
重
要
で
す
。
個
々
の
活
動

が
持
続
可
能
な
も
の
と
な
る
よ

う
関
係
部
署
と
連
携
し
て
制
度

の
運
用
方
法
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　　
　　

選
挙
投
票
所
ま
で
移

動
が
困
難
な
方
、
ま
た
、

選
挙
に
関
心
の
な
い
若
者
等
へ

の
投
票
意
識
の
動
機
づ
け
に
つ

な
が
る
よ
う
な
配
慮
も
進
め
る

べ
き
で
あ
り
、
投
票
所
が
遠
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
地
域
や
高
校

等
、
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
自

治
体
も
鑑
み
た
移
動
投
票
所
の

設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　　

本
市
で
は
臨
時
期
日
前
投
票

所
や
往
復
の
無
料
タ
ク
シ
ー
券

を
配
布
し
て
い
ま
す
が
、
今
後

の
投
票
率
の
推
移
を
注
視
す
る

と
と
も
に
他
の
自
治
体
の
取
組

状
況
を
参
考
に
検
証
し
て
い
き

ま
す
。

　　
　　

こ
ど
も
誰
で
も
通
園

制
度
に
つ
い
て
保
育
所

の
協
力
体
制
や
ス
タ
ッ
フ
の
確

保
等
、
取
組
に
向
け
た
本
市
の

現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　　

令
和
８
年
度
か
ら
の
こ
ど
も

誰
で
も
通
園
制
度
の
実
施
に
向

け
て
、
市
内
保
育
施
設
へ
の
事

業
説
明
の
後
、
実
施
希
望
事
業

者
と
種
々
調
整
等
を
行
い
、
順

次
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

小原　明彦
議員

地
域
創
生
部
長

総
務
部
長

保
健
福
祉
部
長

教
育
部
長

地方創生の推進に
ついては

地域創生部長／運用方法
の改善に取り組んでいく

こども施策の推進に
ついては

保健福祉部長／種々調整等を 
行い順次準備を進めていく

※録画配信をご覧
　いただけます。

問問答答

問問答答

問問答答

問問

答答

5歳児健康診査（動作模倣の様子）
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一 般 質 問

　　
　
こ
の
う
ち
、
選
定
療
養

費
の
徴
収
に
つ
い
て
は
。

　

当
消
防
本
部
で
は
、
軽
症
搬

送
事
案
が
24
件
あ
り
ま
し
た
が
、

医
療
機
関
の
判
断
ま
で
は
把
握

し
て
い
ま
せ
ん
。

　　
　

迷
っ
た
と
き
に
は
、

大
人
は
♯
７
１
１
９
、

子
ど
も
は
♯
８
０
０
０
に
相
談

し
て
ほ
し
い
と
説
明
し
て
い
る

が
、
た
め
ら
い
、
相
談
し
た
場

合
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
。

　

こ
れ
ま
で
も
緊
急
性
と
判
断

し
た
時
は
、
ち
ゅ
う
ち
ょ
せ
ず
、

１
１
９
番
に
か
け
て
い
た
だ
く

こ
と
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

相
談
員
が
救
急
車
を
呼
ぶ
よ
う

に
助
言
、
も
し
く
は
救
急
出
場

に
取
り
次
ぎ
が
行
わ
れ
ま
す
。

　　
　

そ
う
し
た
中
、
ど
う

し
よ
う
か
と
、
悩
む
市

民
も
出
て
く
る
か
と
思
う
が
、

基
本
的
な
見
解
は
。

　

救
急
搬
送
に
お
い
て
は
、
迅

速
か
つ
適
切
な
対
応
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
同
様
に
要

請
が
あ
れ
ば
出
動
し
ま
す
。

　　
　

限
界
集
落
と
言
わ
れ

て
い
る
地
区
だ
が
、
高

齢
化
が
進
み
、
対
応
に
苦
慮
し

て
い
る
と
の
悲
鳴
に
近
い
声
を

聞
く
が
。

　

今
後
の
維
持
管
理
の
あ
り
方

や
、
地
域
の
協
力
体
制
の
構
築

を
検
討
す
る
た
め
、
今
年
度
、

各
区
長
を
対
象
に
市
道
除
草
に

係
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の
結
果
を
受
け
て
、

３
年
後
を
め
ど
に
、
市
の
委
託

で
実
施
す
る
路
線
、
道
路
愛
護

で
実
施
す
る
路
線
等
の
見
直
し

を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　　
　

高
齢
化
の
ほ
か
に
、

温
暖
化
の
影
響
が
あ
る
。

雑
草
が
伸
び
る
の
が
早
く
て
追

い
つ
か
な
い
と
い
う
声
も
聞
く

が
、
対
応
は
。

　

雑
草
の
伸
び
る
勢
い
も
、
昔

と
は
変
化
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
が
、
担
い
手
不
足
が
叫

ば
れ
て
い
る
中
、
い
か
に
効
率

的
・
効
果
的
に
道
路
環
境
の
保

全
を
図
っ
て
い
く
か
、
先
進
的

な
事
例
や
独
自
の
取
組
み
を
取

り
入
れ
、
ニ
ー
ズ
に
い
か
に
応

え
ら
れ
る
か
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
　

懸
念
さ
れ
る
こ
と
が
、

児
童
生
徒
の
通
学
路
の

安
全
対
策
。
場
所
に
よ
っ
て
は
、

背
丈
を
超
え
る
雑
草
が
繁
茂
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
。

　

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い

て
は
、
配
慮
す
べ
き
路
線
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
教

育
委
員
会
や
学
校
関
係
者
と

繁
茂
状
況
等
の
情
報
を
共
有
し
、

可
能
な
限
り
の
対
応
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
　

県
は
全
国
で
初
め
て

救
急
搬
送
時
の
選
定
療

養
費
の
徴
収
を
開
始
し
た
。
軽

症
と
判
断
さ
れ
た
人
員
と
症
状

は
。

　

当
消
防
本
部
の
年
代
別
は

乳
幼
児
が
８
件
、
少
年
が
11

件
、
成
人
が
48
件
、
高
齢
者
が

１
０
８
件
で
す
。
症
状
は
風
邪
、

打
撲
の
み
、
発
熱
、
腹
痛
な
ど

様
々
で
す
。

髙村　　功
議員

・
国
保
税
に
つ
い
て

・
生
活
保
護
に
つ
い
て

消
防
長
／
緊
急
性
が
あ
れ
ば

ち
ゅ
う
ち
ょ
せ
ず
通
報
を

通
報
に
た
め
ら
う

市
民
へ
の
対
応
は

市道管理（除草）における 
人口減少と高齢化への対応は

建設部長／３年後をめどに見直
しを実施したい

※録画配信をご覧
　いただけます。

建
設
部
長

消
防
長

問問答答

問問答答問問

答答問問答答

問問答答問問答答

問問答答

建
設
部
長

建
設
部
長

消
防
長

消
防
長

消
防
長

その他の質問

緊急時に必要とされる救急車両
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一 般 質 問

し
、
将
来
的
に
は
避
難
先
の
自

治
体
と
も
連
携
し
訓
練
す
る
方

向
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　　
　　
山
方
地
域
セ
ン
タ
ー
の

建
て
替
え
に
伴
い
、
地
域

セ
ン
タ
ー
別
館
が
解
体
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
使
用
で
き
な
く
な
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
解
体
工
事
が
１

年
延
期
な
り
、
延
長
と
な
っ
た
期

間
な
ぜ
使
用
で
き
な
い
の
か
伺
い

ま
す
。

　

特
定
建
築
物
の
定
期
調
査
報

告
書
で
は
を
令
和
５
年
度
に
県

に
提
出
し
、
防
火
設
備
の
不
備
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
部
分
の
亀
裂
や

剥
落
、
窓
ガ
ラ
ス
、
照
明
器
具

の
固
定
不
良
な
ど
経
年
劣
化
に

伴
う
状
況
に
改
善
す
る
よ
う
指

導
を
受
け
、
使
用
に
あ
た
っ
て

は
、
長
期
に
及
ぶ
改
修
工
事
と

多
額
の
費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
使
用
を
中
止
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　　
　　

以
前
あ
り
ま
し
た
す

ぐ
対
応
課
を
な
く
し
た

経
緯
と
、
代
わ
る
窓
口
の
設
置

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
の
行
政
組
織
見

直
し
に
建
設
部
内
に
配
置
、
令

和
３
年
度
に
土
木
建
設
課
内

の
す
ぐ
対
応
グ
ル
ー
プ
に
、
令

和
４
年
度
か
ら
は
グ
ル
ー
プ
主

要
事
務
の
１
つ
蜂
の
巣
の
駆
除

に
関
す
る
事
務
に
つ
き
ま
し
て
、

民
業
圧
迫
と
の
声
か
ら
、
補
助 

制
度
の
見
直
し
を
行
っ
た
上
、

市
民
生
活
部
生
活
環
境
課
に
事

務
を
移
管
す
る
な
ど
都
度
見
直

し
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
代
わ
る

窓
口
の
設
置
で
す
が
現
時
点
で

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
、

民
間
の
で
き
る
こ
と
は
民
間
で

を
前
提
に
、
市
民
に
対
し
て
何

が
必
要
か
を
考
え
市
民
福
祉
の

向
上
を
図
る
組
織
づ
く
り
に
努

め
て
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　
　　

常
陸
大
宮
済
生
会
病

院
を
中
継
点
や
連
携
点

と
し
複
数
の
主
体
を
つ
な
ぐ
ハ

ブ
医
療
機
関
と
し
て
の
運
営
を

伺
い
ま
す
。

　

ハ
ブ
医
療
機
関
と
し
て
の
運

営
は
現
時
点
で
で
き
る
限
り
の

対
応
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
難

し
い
状
況
と
考
え
ま
す
。
し
か

し
来
年
度
か
ら
整
形
外
科
医
２

名
が
常
勤
と
な
る
こ
と
か
ら
救

急
医
療
体
制
が
改
善
さ
れ
る
と

大
き
く
期
待
し
て
い
ま
す
。
医

療
体
制
の
充
実
が
図
れ
る
よ
う
、

引
き
続
き
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
む
け
た
要
望
を
し
て
い
き

ま
す
。

　　
　　

住
民
屋
内
退
避
訓
練

は
継
続
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
栃
木
県
７
市
町
へ
の
経

路
を
使
っ
た
訓
練
は
。
今
回
の

訓
練
の
成
果
を
含
め
て
伺
い
ま

す
。

　

事
前
に
説
明
会
を
開
催
し
、

趣
旨
、
必
要
性
に
つ
い
て
お
お

む
ね
ご
理
解
い
た
だ
い
た
も
の

と
考
え
、
今
後
も
訓
練
を
重
ね

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
避
難
先
が
栃
木
県
７

市
町
に
ま
た
が
る
こ
と
を
考
慮

三次　雅子
議員

・
緊
急
消
防
援
助
隊
に
つ
い
て

保
健
福
祉
部
長

地
域
創
生
部
長

総
務
部
長

市役所行政組織の
見直しについて

市長／市民福祉の向上を図る
ことができる組織づくり

地
域
創
生
部
長
／
多
額
の
費
用
が

見
込
ま
れ
る
為
、
使
用
を
中
止

山
方
地
域
セ
ン
タ
ー
の

建
て
替
え
に
つ
い
て

常陸大宮済生会病院の
受け入れ体制について

保健福祉部長／医療サービ
スの向上に向けて要望

※録画配信をご覧
　いただけます。

問問答答

問問答答

問問答答

問問答答

総
務
部
長
／
今
後
も
訓
練
を

重
ね
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
る

原
子
力
災
害
広
域
避
難

に
つ
い
て

市
長

その他の質問危機管理広域防災訓練（御前山地域）令和６年12月1日
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一 般 質 問

災
害
時
に
身
近
な
食
料
と
な
る

お
に
ぎ
り
作
り
を
取
り
入
れ
ま

し
た
。
今
後
も
積
極
的
に
防
災

給
食
の
献
立
を
取
り
入
れ
て
、

児
童
生
徒
が
災
害
時
に
お
い
て

自
ら
命
を
守
る
力
を
身
に
着
け

ら
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　　
　　
「
常
陸
大
宮
駅
周
辺
整

備
に
先
ん
じ
て
、
都
市
再

生
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
策
定

し
た
、
※「
常
陸
大
宮
市
立
地
適

正
化
計
画
」
に
よ
る
と
、
概
ね

5
年
ご
と
に
施
策
の
実
施
状
況

の
調
査
分
析
評
価
を
行
う
と
し

て
い
る
。
そ
の
評
価
は
施
策
目

標
値
の
達
成
状
況
に
基
づ
い
て

行
う
と
し
て
い
る
が
。

　　

常
陸
大
宮
市
立
地
適
正
化
計

画
で
は
、
居
住
誘
導
区
域
内
に

お
け
る
人
口
集
積
状
況
を
検
証

す
る
た
め
、
人
口
密
度
を
指
標

の
一
つ
に
設
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
同
区
域
に
多
く
の
市
民
が

暮
ら
し
、
都
市
機
能
や
公
共
交

通
を
利
用
し
や
す
い
環
境
を
形

成
す
る
た
め
、
駅
周
辺
整
備
事

業
関
連
施
策
の
適
切
な
進
行
管

理
に
努
め
ま
す
。

　　
　　
退
任
後
の
定
住
率
が
高

い
自
治
体
は
地
元
事
業
所

等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
成
功
し

て
い
る
が
、
本
市
の
今
後
の
取

組
は
。

　　

市
隊
員
へ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
活

動
や
テ
ー
マ
に
応
じ
、
よ
り
適

切
な
指
導
や
助
言
が
可
能
な
関

係
部
署
を
配
属
先
と
し
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
活
動
に
応
じ
た
支
援
が

可
能
と
な
る
よ
う
令
和
７
年
度

採
用
隊
員
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　　
　　

今
年
度
採
用
分
野
は

漆
関
係
と
の
こ
と
、
漆

か
き
職
人
の
育
成
と
奥
久
慈
漆

振
興
の
構
想
は
。

　　

文
化
庁
は
国
宝
重
要
文
化
財

修
復
に
、
原
則
国
産
漆
を
使
用

す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

必
要
量
に
は
供
給
不
足
の
状
況

で
す
。

　

そ
こ
で
、
担
い
手
不
足
の
現

状
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

を
活
用
し
て
人
材
を
確
保
し

て
、
奥
久
慈
漆
振
興
会
の
技
術

者
の
指
導
に
よ
り
、
生
産
管
理

や
技
術
継
承
と
資
源
の
確
保
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
隊
員
任
期

終
了
時
ま
で
に
は
個
人
に
合
っ

た
将
来
の
事
業
設
計
を
立
て
、

自
立
定
住
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
継
続
し
て
隊
員
制
度
を
活

用
す
る
等
、
人
材
確
保
と
育
成

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　　
　　
食
育
推
進
の
観
点
か
ら

栄
養
教
諭
が
絵
本
読
み
聞

か
せ
グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
た

「
お
話
し
給
食
」
の
実
施
を
。

　　
栄
養
教
諭
と
地
域
の
絵
本
読

み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携

は
、
給
食
セ
ン
タ
ー
や
学
校
と

地
域
社
会
の
結
び
つ
き
を
強

め
、
食
育
の
輪
を
広
げ
る
有
意

義
な
取
組
と
考
え
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
新
た
な

食
育
活
動
の
充
実
に
努
め
、
学

校
給
食
を
通
し
て
食
へ
の
理
解

と
関
心
を
高
め
る
取
組
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　　
　　

災
害
を
想
定
し
た

「
防
災
給
食
」
の
実
施
を

　　

本
年
1
月
の
給
食
献
立
に
、

吉川　美保
議員

地
域
創
生
部
長

産
業
観
光
部
長

建
設
部
長

教
育
部
長

教
育
部
長

・
移
住
・
定
住
促
進

・
関
係
人
口
の
創
出

・
有
機
農
業
推
進

・
生
涯
に
わ
た
り
元
気
に
学
び

合
う
ま
ち
づ
く
り

・「
未
来
ノ
ー
ト
」
の
普
及

※
都
市
機
能
の
集
約
と
居
住
の
誘
導
に

よ
り
、
利
便
性
の
高
い
、
安
心
で
快

適
な
生
活
環
境
を
守
る
都
市
の
実
現

を
目
指
す
計
画

地域おこし協力隊員の
活動内容に応じた支援を

地域創生部長／関係部署
を配属先とする

常陸大宮駅周辺整備に先んじた
常陸大宮市立地適正化計画に
おける施策の評価・進行管理は

建設部長／施策の適切な
進行管理に努める

学校給食と食育

教育部長／新たな食育活
動の充実に努める

※録画配信をご覧
　いただけます。

問問答答

問問答答

問問

答答

問問答答問問答答

その他の質問

植樹から約10年を経て行う漆搔き
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一 般 質 問

　　
　　

那
須
塩
原
市
で
は
、

3
中
学
校
共
通
で
男
女

同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
、
上
着
は
ブ

レ
ザ
ー
、
女
子
は
下
が
ス
ラ
ッ

ク
ス
か
ス
カ
ー
ト
か
を
選
べ
、

こ
れ
は
、
価
値
観
を
認
め
合
え

る
配
慮
で
あ
り
、
大
変
よ
い
で

す
。
そ
し
て
、
制
服
を
弟
妹
が

い
る
家
庭
で
も
引
き
継
げ
る

上
、
校
区
を
越
え
て
譲
る
こ
と

も
可
能
で
す
。
こ
れ
は
、
入
学

時
に
制
服
以
外
に
必
要
と
さ
れ

る
物
を
揃
え
る
と
高
額
に
な
る

こ
と
か
ら
、
価
値
観
を
認
め
あ

い
、
経
済
的
に
も
配
慮
さ
れ
て

い
ま
す
。
中
学
校
の
今
後
の
制

服
の
在
り
方
は
。

　　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
の
導

入
の
動
き
は
、
多
様
性
の
意
識

や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
向
上
に

つ
な
が
る
だ
け
で
な
く
、
差
別

や
認
識
・
偏
見
の
解
消
へ
の
理

解
と
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

多
様
性
の
時
代
に
対
応
し
た
制

服
の
選
定
に
向
け
て
各
中
学
校

と
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　　
　　

2
月
に
常
陸
太
田
市

で
双
方
向
情
報
伝
達
シ

ス
テ
ム
の
実
証
実
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
災
害
が
起
こ
っ
た
際

に
自
動
的
に
Ｔ
Ｖ
の
電
源
が
入

り
、
画
面
上
に
避
難
情
報
が
表

示
さ
れ
、
音
声
で
も
避
難
指
示

情
報
が
知
ら
さ
れ
、
そ
れ
を
受

け
た
住
民
は
支
援
が
必
要
か
、

自
分
で
避
難
出
来
る
か
な
ど
自

ら
の
状
況
を
伝
え
お
互
い
に
や

り
取
り
す
る
こ
と
が
可
能
な
シ

ス
テ
ム
で
す
。
お
年
寄
り
や
身

体
の
不
自
由
な
方
た
ち
に
と
っ

て
大
変
有
利
な
も
の
で
あ
り
、

災
害
時
だ
け
で
な
く
一
般
行
政

情
報
な
ど
を
周
知
す
る
こ
と
も

で
き
市
民
の
情
報
入
手
手
段
の

一
つ
に
な
る
の
で
は
。

　　

茨
城
県
の
取
組
で
あ
り
ま
す

が
、
Ｔ
Ｖ
を
活
用
し
、
災
害
時

に
お
け
る
住
民
へ
の
避
難
関
連

情
報
を
効
果
的
に
伝
え
る
も
の

で
、
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
個

人
の
属
性
に
応
じ
呼
び
か
け
、

情
報
を
受
け
た
市
民
が
自
力
避

難
の
可
否
を
市
に
対
し
て
報
告

出
来
る
も
の
で
す
。
茨
城
県
で

は
令
和
7
年
度
に
シ
ス
テ
ム
構

築
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

市
と
し
て
は
災
害
時
の
情
報
伝

達
手
段
と
し
て
複
数
の
対
応
が

取
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
当
シ
ス
テ
ム
は
実
証
実

験
段
階
で
、
導
入
経
費
や
対
応

機
能
な
ど
不
明
確
な
部
分
も
多

い
状
況
で
あ
り
茨
城
県
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

　　
　　
令
和
7
年
度
か
ら
、
明

峰
中
は
新
し
い
制
服
と

な
り
ま
す
が
、
他
の
中
学
校
の

生
徒
や
保
護
者
か
ら
意
見
や
要

望
は
あ
る
の
か
。

　　

現
在
の
と
こ
ろ
す
ぐ
に
は
制

服
の
見
直
し
を
行
う
予
定
は
な

い
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す

が
、
多
様
性
等
へ
配
慮
と
理
解

を
促
し
な
が
ら
、
生
徒
や
保
護

者
の
ニ
ー
ズ
等
を
確
認
し
慎
重

に
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
時
代
に
な
っ
た
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

内海 雄一郎
議員

総
務
部
長

教
育
部
長

・
耐
震
改
修
と
空
き
家
の
利

用
・
改
善
に
つ
い
て

・
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い

て

双方向情報伝達システム
の取組の考え

総務部長／避難意向を確認できる点
など大変有効だが、現時点で実験段
階で不明確な部分も多く動向を注視

中学校の制服の
在り方は

教育部長／多様性に対応
した制服の選定に

※録画配信をご覧
　いただけます。

問問

答答

問問答答

問問答答

教
育
部
長

その他の質問

令和7年4月より着用される明峰中学校の制服
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先進地を視察

地
域
お
こ
し
協
力
隊

群
馬
県
み
ど
り
市

　

平
成
28
年
度
か
ら
市
北
部
の
東
町
で
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
入
を
行
い
、
令
和

３
年
度
か
ら
受
入
地
域
を
市
全
域
に
拡
大
し
、
延
べ
28
人
が
着
任
し
た
。
令
和
７
年

２
月
１
日
現
在
は
、
６
名
の
隊
員
が
活
動
中
で
あ
り
、
さ
ら
に
３
名
の
採
用
が
決
定

し
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】

　

こ
れ
ま
で
の
任
期
満
了
者
は
18
名
で
あ
り
、
15
名
が

定
住
し
、
定
住
率
は
83
％
で
全
国
平
均
の
約
65
％
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
る
。

　

要
因
と
し
て
は
、
着
任
前
に
２
泊
３
日
の
体
験
ツ
ア
ー

を
開
催
し
、
そ
の
後
に
研
修
を
行
う
な
ど
、
所
管
課
の

手
厚
い
支
援
体
制
が
定
住
率
に
反
映
し
て
い
る
と
考
え

る
。
受
入
れ
側
の
人
的
サ
ポ
ー
ト
と
隊
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
か
み
合
い
、
成
果
に
繋
げ
て
い
る
と
感
じ
た
。

※
ほ
か
に
、「
環
境
へ
の
取
組
」
を
視
察

「
矢
板
ふ
る
さ
と
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
」

栃
木
県
矢
板
市

　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
り
減
少
傾
向
に
あ
る
地
域
活
動
の
担
い
手
の
確
保
、

地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
地
域
の
課
題
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
づ
く

り
や
関
係
人
口
創
出
の
拠
点
と
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
３
名
、
集
落
支
援
員
３

名
の
計
６
名
を
中
心
に
運
営
さ
れ
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
集
落
支
援
員
制
度
を
活
用
し
、

地
域
づ
く
り
や
関
係
人
口
創
出
の
拠
点
と
し
て
、
連
携
協

力
の
中
で
運
営
さ
れ
て
い
る
施
設
で
あ
る
。
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
集
落
支
援
員
に
と
っ
て
、
事
務
所
が
あ
る
こ
と

は
、
そ
の
職
責
の
位
置
付
け
と
し
て
重
要
性
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
特
別
交
付
税
措
置
を
上

手
に
活
用
し
、
成
果
に
繋
げ
て
い
る
と
感
じ
た
。

総
務
常
任
委
員
会　
令
和
７
年
２
月
４
日（
火
）～
５
日（
水
）

政
策
提
言
の
取
組

群
馬
県
安
中
市

　

市
長
に
対
し
積
極
的
に
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
提
言
の
内
容
は
、
常
任
委
員
会
や
会
派
に
よ
る
先
進

地
視
察
に
お
け
る
報
告
書
の
市
長
へ
の
提
出
、
ま
た
、
市
民
（
10
人
以
上
の
団
体
）

と
各
所
管
の
常
任
委
員
会
と
の
意
見
交
換
会
、
市
内
３
高
校
の
生
徒
と
の
意
見
交
換

会
、
市
内
２
か
所
（
旧
市
町
単
位
）
で
の
議
会
報
告
会
、
議
会
議
員
に
よ
る
出
前
講

座
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
多
様
な
意
見
を
把
握
し
、
政
策
提
言
に
反
映

さ
せ
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】

　

政
策
提
言
は
特
別
委
員
会
が
意
見
交
換
会
、
議
会
報
告
会
、
出
前
講
座
を
通
し
て
、

広
く
多
様
な
意
見
を
反
映
さ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

　

市
民
の
多
様
な
意
見
を
把
握
し
政
策
提
言
へ
の
反
映
は
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
、

政
治
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
観
点
か
ら
も
非
常
に
重
要
な
取
組
で
あ
り
、
本
市
の

現
状
を
踏
ま
え
取
組
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

※
ほ
か
に
、「
議
会
定
例
会
運
営
全
般
」「
議
会
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
組
」
を
視
察

議
会
定
例
会
運
営
全
般

栃
木
県
真
岡
市

　

定
例
会
の
会
期
日
程
は
、
１
～
２
月
に
年
間
計
画
案
を
作
成
し
、
執
行
部
と
の
情
報
共
有
化
が
図
ら
れ
て

い
る
。

　

開
会
７
日
前
、招
集
告
示
に
併
せ
、会
派
代
表
者
会
議
、議
会
運
営
委
員
会
、議
員
協
議
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
通
告
書
は
、
開
会
３
日
前
を
提
出
期
限
と
し
、
開
会
２
日
前
に
は
質
問
調
整
会

議
を
開
催
し
て
、
発
言
順
の
決
定
、
重
複
質
問
の
解
消
を
図
っ
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】

　

予
算
・
決
算
の
審
査
は
議
員
全
員
で
構
成
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
議

場
で
行
い
、
さ
ら
に
審
査
は
所
管
ご
と
に
、
常
任
委
員
会
に
分
割
付
託
さ
れ
、

そ
の
後
、
質
疑
通
告
を
受
け
て
特
別
委
員
会
を
開
催
し
て
い
る
。
本
市
の
現
状

と
対
比
す
る
中
で
、
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

　

会
派
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
運
営
全
般
に
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

条
例
で
政
務
活
動
費
を
定
め
、
会
派
に
交
付
す
る
こ
と
で
費
用
弁
償
は
採
用
し

て
い
な
い
。
本
市
に
お
い
て
も
、
政
務
活
動
費
、
費
用
弁
償
を
含
め
、
議
員
活

動
に
つ
い
て
、
そ
の
在
り
方
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
考
え
る
。

※
ほ
か
に
、「
議
会
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
取
組
」
を
視
察

議
会
運
営
委
員
会　
令
和
７
年
１
月
14
日（
火
）～
15
日（
水
）
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先進地を視察

子
ほ
め
条
例

栃
木
県
下
野
市

　

１
９
８
０
年
に
旧
国
分
寺
町
に
お
い
て
、
子
ど
も
が
自
信
と
誇
り
を
持
た
せ
健
全
な
心
身

を
育
む
た
め
に
「
児
童
生
徒
表
彰
に
関
わ
る
条
例
（
子
ほ
め
条
例
）

を
全
国
で
初
め
て
制
定
し
、「
ほ
め
て
育
て
る
」
こ
と
を
実
現
化
し

た
。
選
考
は
、
担
任
の
先
生
が
行
い
、
推
薦
理
由
と
共
に
、
市
長

に
内
申
し
、
市
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
の
児
童
に
対
し
て
メ
ダ
ル
が

贈
呈
さ
れ
、
教
育
長
か
ら
賞
状
が
授
与
さ
れ
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】

　

児
童
は
、
褒
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
自

己
肯
定
感
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
感
じ
た
。
児
童
一
人
ひ
と
り
の

良
さ
を
見
い
出
し
て
表
彰
す
る
こ
と
で
、
自
信
と
誇
り
を
持
た
せ

健
全
な
心
身
の
発
達
を
助
長
し
、「
教
育
の
質
の
向
上
」
に
繋
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
一
方
、
教
職
員
の
負
担
も
大
き
い
。

巡
回
診
療
と
へ
き
地
医
療
の
取
組

茨
城
県
北
茨
城
市

　

北
茨
城
市
民
病
院
は
、
へ
き
地
医
療
拠
点
病
院
に
位
置
づ
け
ら
て
い
る
公
的
医
療
機
関
で
あ

り
、
医
師
と
看
護
師
な
ど
が
、
２
週
間
に
１
回
、
定
期
的
に
、
バ
ス
で
市
内
の
無
医
地
区
へ
巡

回
診
療
を
行
い
、
血
圧
や
体
重
測
定
の
ほ
か
、
採
血
、
心
電
図
の
検
査
も
必
要
に
応
じ
て
実
施

し
、
定
期
的
な
臨
時
薬
の
処
方
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
医
師
を
確
保
す
る
た
め
に
「
北
茨
城
市
医
師
修
学
資
金
貸

与
制
度
」
を
創
設
し
、地
域
医
療
に
貢
献
し
て
も
ら
え
る
医
学
生
に
、

修
学
資
金
を
貸
与
す
る
こ
と
で
市
民
の
医
療
福
祉
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】

　

本
市
の
在
宅
医
療
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
美
和
診
療
所

が
訪
問
診
療
等
を
行
っ
て
、
市
内
の
一
部
の
地
域
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
。
今
後
は
、
更
に
医
療
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
医
師
を
確
保
し
つ

つ
、
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
と
感
じ
た
。

道
の
駅
い
た
こ

茨
城
県
潮
来
市

　

平
成
13
年
８
月
に
登
録
さ
れ
、翌
年
４
月
に
県
内
８
番
目
の
「
道
の
駅
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
。

地
元
特
産
品
の
販
売
の
物
販
施
設
や
飲
食
施
設
の
ほ
か
関
東
最

大
級
を
誇
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
を
有
し
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】

　

併
設
さ
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
は
、
家
族
で
楽
し
む
こ

と
も
で
き
、
遊
び
な
が
ら
距
離
を
歩
け
る
の
で
運
動
不
足
解
消

に
な
り
、
高
齢
者
の
健
康
寿
命
の
延
伸
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
づ
く
り
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、

今
後
、
道
の
駅
に
隣
接
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
が

進
ん
で
お
り
、
今
後
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
整
備
に
あ
た
り

大
変
参
考
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

移
住
定
住
の
取
組

茨
城
県
境
町

　

境
町
は
子
育
て
支
援
や
移
住
定
住
促
進
の
た
め
に
様
々
な
事
業
を
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
子
育
て
世
帯
・
新
婚
世
帯
を
中
心
に
移
住
・
定
住
を
希
望
す
る
人
の
た
め

に
25
年
住
み
続
け
る
と
家
と
土
地
が
も
ら
え
る
「
ア
イ
レ
ッ
ト

ハ
ウ
ス
」
を
国
の
交
付
金
と
民
間
企
業
の
資
金
や
経
営
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
に
よ
り
整
備
し
た
。

【
委
員
会
の
意
見
】

　

本
市
に
お
い
て
も
、
子
育
て
支
援
や
教
育
環
境
の
充
実
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
今
後
、
第
２
弾
、
第
３
弾
の
子
育
て
世
帯
向

け
住
宅
を
整
備
す
る
際
に
は
、
境
町
の
取
り
組
み
「
境
町
モ
デ

ル
」
を
参
考
と
し
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
活
用
に
よ
る
財
政
負
担
軽
減
と
移

住
定
住
の
促
進
に
つ
な
げ
て
も
ら
い
た
い
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会　
令
和
７
年
１
月
23（
木
）～
24
日（
金
）

経
済
建
設
常
任
委
員
会　
令
和
７
年
１
月
30（
木
）～
１
月
31
日（
金
）
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議
会
広
報
紙
作
成

茨
城
県
筑
西
市

　

２
回
の
広
報
委
員
会
を
経
て
、
全
面
フ
ル
カ

ラ
ー
印
刷
に
よ
り
、
議
会
広
報
紙
を
作
成
し
て

い
る
。
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
編
集
用
の
ソ
フ

ト
を
活
用
し
、
効
率
よ
く
議
会
広
報
紙
を
作
成

し
て
い
た
。

　

ま
た
、
読
者
の
目
線
を
考
慮
し
、
原
稿
の
配

置
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
方
向
（
縦
書
き
ペ
ー
ジ
）

や
Ｚ
方
向
（
横
書
き
ペ
ー
ジ
）
で
文
章
を
作
成

し
て
配
置
し
て
い
る
。

【
委
員
会
の
意
見
】

　

全
面
フ
ル
カ
ラ
ー
で
読
み
や
す
い
と
感
じ
た
。

　

ま
た
、
編
集
用
の
ソ
フ
ト
を
活
用
し
、
会
期

中
と
閉
会
後
の
２
回
の
広
報
委
員
会
で
構
成
と

編
集
を
行
っ
て
お
り
、
効
率
よ
く
議
会
広
報
を

作
成
し
て
い
た
。

　

今
後
は
、
編

集
用
ソ
フ
ト
の

導
入
等
に
つ
い

て
も
検
討
し
、

市
民
に
わ
か
り

や
す
く
見
や
す

い
議
会
広
報
紙

の
作
成
に
努
め

て
い
き
た
い
。

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　
　
　
　
令
和
７
年
１
月
29
日（
水
）

令和７年「議会報告会」開催のお知らせ令和７年「議会報告会」開催のお知らせ
　この報告会は、市民の皆さんと議会議員が向き合って、貴重なご意見を直接お聞きし、意見交換をす
る機会であります。どなたでも参加できますので、ご都合の良い会場へお気軽にお越しください。
　多くの皆さんの参加をお待ちしています。
　　○内容
　　　・各常任委員会の活動報告について
　　　・意見交換会
　　　　テーマ   「これからの常陸大宮市を共に語ろう」
　　○日程

※時間は、各回とも 90 分程度を予定しています。

日　　時 場　　所

５月 13 日（火）
午前 10 時

神奉地コミュニティセンター
美和地域センター別館

午後２時
緒川地域センター
御前山地域センター別館

５月 20 日（火） 午後２時 おおみやコミュニティセンター

茨城県市議会議長会　令和６年度第２回議員研修
　期　　日：令和 7年 2月 14 日（金）
　場　　所：ホテル　クリスタルパレス（ひたちなか市）
　演　　題：ハラスメントの基本と予防の必要性
　講　　師：キャリアコンサルタント　高村　浩子氏
　出 席 者：髙村　和郎、武石　寿長、𠮷川　美保

議員研修報告
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第２回定例会会期日程（予定）

環境に優しいリサイクルした植物油を使用したベジタブルインクと再生紙を使用しております

厳粛でありながら、感動的な卒業式が挙行され、112 名の生徒が、
たくさんの思い出を胸に、慣れ親しんだ学びやから卒業しました。

月日 曜 会　議 内　　容

6月 3日 火 本会議 開会、議案説明

4日 水 休　会

5日 木 休　会

6日 金 本会議
予算決算常任委員会

議案質疑、委員会付託
補正予算

9日 月 休　会

10日 火 休　会

11日 水 本会議 一般質問

12日 木 本会議 一般質問

13日 金 常任委員会

16日 月 常任委員会

17日 火 常任委員会

18日 水 休　会

19日 木 本会議 委員会審査報告、質疑
討論、採決、閉会

※都合により日程を変更する場合があります。

まちかどから…まちかどから…
大宮中学校卒業式

発行責任者　常陸大宮市議会議長
編集　広報広聴常任委員会
〒319－2292
茨城県常陸大宮市中富町3135－6
ＴＥＬ 0295－52－1111（代）
ＦＡＸ 0295－52―2186
E-mail gikai@city.hitachiomiya.lg.jp

議会を傍聴してみませんか？

インターネット中継

表紙のことば

傍聴券は、会議の当日に傍聴受付（４階議会
事務局）において、先着順により交付します。
　傍聴人の定員は30人です。定員を超えた
場合は、４階傍聴人ロビーのモニターでご覧
いただけます。

（第１回定例会の傍聴人は延べ63人、ライブ
 配信視聴者は430人でした）

議会の模様をライブで配信（生中継）・
録画配信しています。ホームページか
らアクセスしてください。

明峰中学校の制服のデザインが、4月より新しくなり、
女子生徒は、スカートとスラックスが選べるようになりま
した。

　

桜
の
咲
く
季
節
も
過
ぎ
、
入
学
式
、

入
社
式
を
終
え
、
新
生
活
が
ス
タ
－
ト

し
ま
し
た
。
新
入
生
、
新
入
社
員
の
皆

様
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
、
初
め
て
聞
く
こ
と
や
、
初
め
て

学
ぶ
事
が
多
く
あ
り
ま
す
。
希
望
、
期

待
を
胸
に
、
丁
寧
に
取
組
ん
で
、
早
く

馴
染
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　
今
年
も
、
コ
ロ
ナ
過
で
休
止
し
て
お

り
ま
し
た
議
会
報
告
会
が
、
再
開
さ
れ

て
3
回
目
と
な
り
ま
す
。
毎
年
、
様
々

な
地
域
で
、
様
々
な
意
見
を
伺
う
こ
と

が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
す
の
で
、
市

民
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

委
員　

小
河
原　

利
一
郎

編
集
後
記

Facebook Instagram
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